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薩麺学（編大華）！．・r・5・一・8・・983…

ハイマツ群落の動生態学的研究

　　　　沖津　進・伊藤浩司
北海道大学大学院環境科学研究科生態系管理学講座

Dynamic　Ecology　of　the　l配フz螂ρ卿z伽Community
　　　　　of　M：ts．　Talsetsu，　Hokkaido，　Japan

　　　　　　Sus這m妓Okitsu　and　Kloji】：to

I）epartment　of　Biosysten烹Manage担ent，　Division　of　Environmental

　　Conservation，　Graduate　School　of　Environmental　Sclence，

　　　　　　Hokkaido　University，　SappQro，　Japan，　G6G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．はじめに

　　礒本山雷の植生帯垂直分布で森林限界以上の地域は，窟士山などの一部例外を除き，一惣こハイマツ

（P加∬ρκ’π∫ZαRegel）群落が優駁し，ハイマツ帯と呼ばれている。

　　ハイマツ帯における，ハイマツ群落やその他の植物群落の生態に関する綜余的な研究は，ハイマツ帯の成

立条件の解明に寄与するばかりでなく，日本の植生帯垂直分布の成因を論じたり，ま揖ヨ本の植生配列とユー

ラシア大陸東岸の植生配列を，ハイマツ帯の植物地理的な位置づけについての考察を加え禽わせて比較・検討

するうえでも重要である。さらにそのような研究は，最終氷期以来の日本の植生帯の変遷を復元する場合にも

欠かせない。

　　ハイマツ轡の植物相の解明は武瞬（1917）・小泉源一（1919）らの研究に始り，河野（1931）・舘脇（1934～

38）・Takeda（1938）・武田ら（1950）・舘脇・鮫島（1959）を始めとする多くの研究を経て，武田（1963，1965）・

清水（1982）などにその成果が集大成されている。そして現在ではハイマツ帯の植物栢はその全容がほぼ明ら

かにされている。

　　植物社会学的にも・・イマツ帯の植物群落は良く研究されている。ハイマツ群落についてはK：obayashi

（1967，1971）がわが岡全域の群落を比較し，まとめた。Tatewaki（1963）は北海道山陪のハイマツ群落を総括

した。窪たハイマツ群落以外のハイマツ帯の群落に関しては大場（1968，1969）・Ohba（1974）がヨーロッパア

ルプスの高山植物群落との関連を検討しつつ論じている。

　　ハイマツ帯における，ハイマツ群落以外の植物群落に関する生態学的研究は，近年，主に構造土などの周

氷河地形現象との関連からなされ（小疇，1965；小泉武栄，1974，1979a，1979　b，1980　a，1980　b；高山地形研

究グループ，1978など〉，地表面の動きと植物群落との関係が解明されつつある。

　　しかし，ハイマツ帯の中心をなすハイマツ群落についての生態学的研究は未だにわずかである。ハイマツ

群落の生態分布に関する舘脇（1935）の概論，青岡（1943＞の群落分布育地の研究，武田（1965＞による生態観
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察の報告や立山での鈴木・梅津（1965）の研究，さらに王to　and　Nishikawa（1976）の循環変化についての研

究などがその主なもので，ハイマツ群落の生態は充分には明らかになっていない。

　　本報で著者はハイマソ群落の標三種であり，かつ優占種としてハイマツ帯に卓越するハイマツを中心とし

て，ハイマツ帯の宙然環境においてぐイマツ群落の生態や動態について考察しようとするものである。

　　本論文をまとめるにあたり，指導と助言を与えられた北海道大学大学院環境科学研究科福田弘巳博士に感

謝の意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．調査地域

　　調査は北海道大雪山地の忠別岳周辺（Fig．1－A＞および五色岳・三雲岳周辺（Fig．1－B）で，1978年5月

から1979年9月にかけて主に行ない，1980年5月から1982年7月にかけて補足的な観察を行なった。大雪山

地は旭岳（2，290m）を最高峰とする火山群で，　LU頂高度は1，800mから2，00Gm以上におよび，北海道で最も

高標高の山岳である。

　2・1　自然環境

　　大雪山地での気象観測資料は極く少いが，Sakai　and　Otsuka（1970）によれぽ1968年の黒岳における月

平均気温は1月が最も低く一170C，また最暖月は7月で13QCであり，8月にも月平均気温は10℃を越える。

この値はおよそ大雪山地の一般的な気温状況を示していると思われる。

　　大雪山地の積雪期間はおよそ10月中旬から6月中旬にかけてであるが，積雪の配分は極めて不均等で，最

大積雪深を示す3月中旬でもほとんど積雪の無い地域から積雪400cmを越える吹き溜りまで様々な程度の積

雪状態をみる。

　　蜀本列島の他の高山と同じく大雪山地の冬季の北西季節風は強い。例えば森林限界付近に位置する旭岳姿

見の池で，1977年12月から1978年3月にかけての月別平均風速は，6．5m／秒から8，0m／秒に達し，最大は

34m／秒に及ぶ．（山田ら，1978）。従って山頂部や主稜二部では，冬季の月平均風速は10　m／秒を越えると考えら

れるる

　　地形的には，調査地域は熔岩台地状の群口な地形が大部分を占める（Fig，1AとB）。また地質的には，調

査地域は，化雲岳熔岩・寸忠別岳熔岩・忠別岳熔岩からなり（國府谷ら，1968＞，いずれも複輝石安山岩で岩質

は類似する。

　　調査地域を含め大雪山地には構造土を中心とする多くの周氷河地形が分布し，その多くは現成のものと考

えられている（小礁，1965）。また永久凍土の存在も確認されており，それは現在の気候条件下でも平衡を保っ

ていると推定されている（福田・木下，1974）。

　2・2植生概況
　　大雪山地には針広混交林帯・針葉樹林帯・ダケカンバ帯・ハイマツ帯の4つの垂直植生帯が認められる

（舘脇，1963）。森林限界はおよそ標高1，500mから1，600　mの間にあり，ハイマツ帯はその上に広く発達してい

る。大雪山地は日本でもハイマツ帯の最も良く発達している山岳の一つである（PhQtos　M）。

　　ハイマツ帯ではハイマツ群落が大むね優占するが，その他に環境の違いによりピース群系・岩礫地群系・

高山草本群系（雪田植物群系）・湿原群系所属の諸群落が加わる（舘脇，1963）。ハイマツ群落は森林限界から標

高約1，800mまでの間で最も良く発達するが，それ以上の地域では標高が増すにつれて発達が悪くなり，標高

2，0001nを越える地域では群落高の低いものが点在するのみとなる。ピース群系や岩下地群系は，ハイマツ群

落とは逆に，標高が高くなるに従って良く発達する（Photos　5－7）。一方，草本群系は標高に関りなく一定の割

合で分布し，ハイマツ群落やピース群系・岩野地群系のように標高の違いによって発達の差はみられない。湿

原群系は，平坦な地形上に発達する湿原に限られる。
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3．調査方法

　3・1　ライントランセクト法

　　地形の変化に伴うハイマツ群落の消長やその他の植物群落の変化を捉えるため，11のライントランセクト

を設定した（Fig．1A－K）。各ライントランセクト上で，地形と植生とから自然景観的に均質とみなせる地域を

主観的に設定し，それらの地域をそれぞれ1つの調査票とした。各ライントランセクトにおいて，自然景観の

変化を記せるように，3個から8個の調査区を設けた。さらに，ライソトランセクト調査を補足するために，

独立した調査区を10個設定した（Fig，1Ω1一Ω10）。総調査区数は63個である。

　　各調査区ではに以下の項目について調査した；1）地形：方向・傾斜・凹凸。2）植生：ハイマツ群落の群

落高と被度（％）・ハイマツ群落林床三二，およびその周辺植生の高等植物および地衣類被度（％）。3）積雪深l

Fig．1－Aの破線で示す経路に従って踏査し積雪深を測定し，大まかな積雪深分布図を作成した。必ずしも正

確に各調査区の積雪深が測定された訳ではないが，調査区間における積雪深の大小関係は正確になるように努

めた。4）風衝度：言霊深と周回の経路で風衝度を調査した。風衝度階級をTable　1に示す。実際の判定に際

しては，雪の硬さと風衝作用の強さとに正の相関がある（油川ら，1972）ことに基づき，積雪の相対的な硬軟

を判定の基準としたが，目視観察によっても判断した。

Table　L　　The　ludging　standards　of　the　classes　of　w圭nd　exposure　degree，

Class　i　Degree Contents

工

工r

三ll：

lWeak

1Middl。

IStrong

l

lTh。、。。wi，n。・，h・f・。d，・，。。gl，。ndノ。，・・d。e，ガ・。＿pa面、h・1，b，

Wlnd，　The　SnOW　SUrfaCe　iS　SOft，

The　snow　is　fairly　shifted　and／or　it　compacts　well　by　win（1。　The　snow

surface　is　harder．

There　is　no　saow　on　the　grounds　or　it　metamorphoses　into　the　alpine

hard　s鳳ow　by　wind，　The　snow　surface　is　very　hard。

　3・2方形区調査

　　ハイマツ群落の動態を知る目的でハイマツ実生＊の調査をした。ハイマツ実生が良く生じている場所を

5ヵ所選び，それぞれに5×5m2の方形区を1つずつ，計5個設定した。各方形区毎に，ハイマツ実生数・年

齢・節目長および下節の直径を測定した。年齢の判定は節間数によった。

　3。3　メ彗り取り言周査i

　　ハイマツの生長様式を検討するため，・・イマツ群落が良く発達している札幌近郊無意根山（1，460m）で，

ハイマツの刈り取り調査を行った。ハイマツ群落高の異なるエ8地点を選び，それぞれから代表的と思われる

ハイマツを1本ずつ地際から刈り取った。それぞれの試料につき，幹長・地際部の年齢・最近10年間の各節

日長：を測定した。

＊　・・イマツ実生は多くの場合1個の球果からまとまって発芽するため株状をなし，　1株は数本から数10

　本の個体から成ることが多い（Photo，8）。ここではそのようなまとまりを1つの実生とした。一まと

　まり中の個体澗の年齢差は殆んどない。また高年齢になるに従い一まとまりでの馬体数は減少し，10

　年以上のものは殆んどが一個体である（Photo，9）。

　　　また，ここで濤う実生とはその薗積的な広がりが30cm×30　cm程度より小さいものを君う。それ

　以上の広がりをもつものは群落とした。従って，実生と群落との区別は多分に恣意的なものであるが，

　多くの場合は岡一立地においても実生と群落との問に，その広がりに大きな差があり，両者の区別は容

　易であった。
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4．結 果

4・1ライントランセクト調査概要

　　　ライン1・ランセクトA・B・Cの調査結果は，大雪山地での，微地形変化に伴う風衝・積雪・ハイマツ群落

およびその近接植生の変化の典型的な例を示している。Fig．2はうイントランセクトA－B℃の地形断面図と
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調査区毎の調査結果を表わしている。ライントランセクトA・B・cはそれぞれ方向がわずかに異るため（Fig。

1－A），地形断面図はやや模式化して表現されている。

　　ハイマツ群落の丁度と群落高は風衝度および積雪深の増減に対応して変化する。

　　ハイマツ群落が広く立地を被い群落高が高くなるのは，A1・A3・C1のような風上側斜面の下部や小凹

地；およびB3・B7のような斜而頂上部の直ぐ風下側の，積雪期に良く雪庇が発達する立地であり，それらは

いずれも風衝作用が比較的弱く，積雪深が多い場所である。

　　A1からA5にかけてや，　ClからC3にかけての風上側斜面では，斜面上部になるに従い風衝度が強く

なり積雪深が徐々に減少する。そのような変化に伴ってハイマツ群落の被度や群落高は斜面上部に向って次

第に減少する。逆に，高山ピース・二二地群落や霊地の割合が増える。地衣類は斜面中部で最も多くなる。

A5・C4のハイマツ群落分布上限では，ハイマツ群落はパッチ状になり風上側が次第に枯死するようになる

（Photo，　10）。

　　A6・B1・C5のような斜面頂上部凸地では風衝作用が極めて強くなり，積雪はほとんどなくなる。そこ

ではハイマツ群落は成立しないで，高山ピース・岩手地群落が分布するが，裸地の割合が極めて多く，植被は

少くなる。

　　一方，B1からB4にかけてやC6からC8にかけてみられるように，斜面頂上部から風下側斜面への風

衝度・積雪深の変化は急激であり，それに伴うハイマツ群落の消長も急激である。B2とB3・B4やC5と

C6・C7の間にみられるように，ハイマツ群落は，斜面頂上部直下の風下側斜面で，風衝度が急減しと積雪深

が急増するに従って，群落高・被度共に急増するが，積雲深が一膚増加すると，B3とB4の間やC7とC8の
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
間でみられるように，急激に消滅する。そして代りに雪田植物群落が立地を被う（B4，　B　5，　C　8）。そこでは，

劇毒頂上部伺様ハイマツ群落は成立しないが，斜爾頂上部と異なり，植被はほとんど100％である。

　4・2地形・風衝度・積雪深とハイマツ群落の消長

　　Table　2はハイマツ群落の被度と斜面の方位の関係を示している。ハイマツ群落は全ての方位の斜面で出

現している。しかし，方位別のハイマツ群落出現頻度（BIA）をみると，東西方向を中心として北向きの斜面

では高い頻度で出現するのに対し，南向きの倉1面ではハイマ、ツ群落の出現頻度は低くなる。さらにハイマツ群

落被度別の出現傾向をみると，西・北西向きの斜面では，《イマッ群落が中程度の被度で出現することが多い

のに対し，東・南東向きの些々ではハイマツ群落は全く分布しないか，あるいは斜面を広く被うかの2つの傾

Table　2．　The　relatiationships　between　theミlope　aspect

　　　　　　and　the　cover　of　P．ρ～〃1認αcommunity．

SlΦe
Aspect

Cover　Class（％）

0 1－25　　　　　26－50

N－NE
NE－E．

E－SE
SE－S

S－SW
SW－W
W－NW
NW－N

0

0

3

4

4

1

0

0

0

1

0

0

1

1

2

0

5

1

3

3

0

2

0

2

2

　　　　　　　　　。認£1。無灘鵬・／・

5r75　　76－100　　　　（A）　　　　Com．（B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玄％）

0

2

2

3

0

0

5

2

0

1

6

4

2

2

3

1

1

7

14

11

9

4

12

5

1

7

11

7

5

3

12

5

100

100

79

64

56

75

100

100

Tota1 12 13 14 19 63 51 81
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向にあることがわかる。

　　Fig。3はハイマツ群落の被度と斜面の凹凸との関係を示している。鰻型斜面では，ハイマツ群落が広く斜

面を被う場合と，全く分布しない場合とに大別される。すなわち，風上側凹型斜面ではハイマツ群落カミ広く発

達し，風下側雲田凹地ではハイマツ群落はほとんど分布しない。逆に，凸型斜颪では，ハイマツ群落の出現は

0から100％までおよそ油鼠度階級にわたるが，ハイマツ群落が30％から70劣に広がる斜颪がとくに多い。

平滑斜面にはハイマツ群落は様々な三度階級で，ほぼ等しい割合で出現するようにみえる。このように，ハイ

マツ群落は凸型斜面と凹型斜面で異なる分布傾向を示す。
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　　Fig．4－Aはハイマツ群落難度と風衝度との関係を示している。風衝度1の場合は，ハイマツ群落は金く

存在しないか，あるいはほとんど100％広がるかである。風衝度Hでは全ての調査区でハイマツ群落が分布

するが，それが完全に立地を被うことは少く，中程度の被度のものが多い。風衝作用の強くなる風衝度IHの

立地になるとハイマツ群落は分布しても広く立地を被うことはなく，その被度はほとんどが50％以下である。

また，ハイマツ群落が全く分布しない立地の割目も多い。このように，ハイマツ群落の被度は，全体として風

衝度が増すにつれて減少する。それでも，ハイマツ群落は風衝山王とIIIの立地で分布しない場余があるが，

前煮では風下側二二の雪田凹地が大部分を農め，後者では風上側斜面頂．［二部に位澱する。

　　Fig．塩Bは風衝度とハイマツ群落高との関係を示しているが，二度と同様に，立地の風衝度が増すに従っ

て明らかに群落高は低下する。

　　F圭9．5は，積雪深踏査線での積雪深とハイマツ群落高との関係を示している。既述のように，必ずしも

正確に各調査区における積雪深が測定された訳ではないが，両者に一応の関係が認められる。従って，ハイマ

ツ群落は積雪深およそ3Qc皿から300cm範囲に分布するが，300c皿以上の範囲の積雪深では分布しない。ま

た，分布可能な積雪深の範囲では，ハイマツ群落高は大むね積雪深の増大とともに高くなる。しかし，その関
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係は薩線的ではない。すなわち，積欝深がおよそ150cmまでは，ハイマツ群落高が穣雪深をうわまわる傾向

にある。これは，冬季には，ハイマツ群落が雪に：被圧されているためであるく後述，F19．13＞。積雷深が15GCm

以上になると立地の積雪深は完金にハイマツ群落高を上まわる。

4・3ハイマツ群落に近接する植生とハイマツ群落の林床植生

　4・3・1ハイマツ群落に近接する植生

　ハイマツ群落で100％被われない立地ではハイマツ群落周辺に，高山ピース・岩旧地群落や地衣類群落，

あるいは増田植物群落が分布する。

　このうち雪田植物群落を除いた37調査区の資料に基づぎ，植生の類型化を行った。用いた方法は各調査

区蘭の群落類似比（Sl㎜ilarity　Ratio；SR，　Janssen，1975＞＊を算患した後，　Bray　and　Cur巨s（1957）法セこよ

る調査区序列法とMountford法（木允，1976）による群分析法とを併用し，両者の結果を綜・合してTable　3

　　　　Tab艶3．　Four　vegetation　types　neighbouring　to　I）．ρ～〃ノ」～Zαcommunlty．

Vegetatio鴛Types

Species／Stand　No・

Bare　groUnds

Lichens

κ〃ψ8’1マ〃ππzg’マ6’ノδvar・

ノαρα～’α〃π

沢1～04‘，48〃4’η〃α邸’一（ノ’‘〃占

！レ。ω～‘5α砂～〃‘‘5

vαcc’〃∫‘f肌短孟’5一∫4αcα

ゐ。醜Z6〃1・～‘z1♪ノηc～〃〃～ノご〃∫

ρ～妙（～〃5～α♂α〃）o／z～ατvar・

♂）～フθτ・ご㍑α

Cαノー‘駕5如zα〃〃κ’var．

’‘zお（～’∫～紹ノz5び

～／‘κc”牽’‘る規θて，α侮bZ蜘’↓

　H4　　　　　　　E－4　　　　　　　」一！　　　　　　　B－1

HDHKi　聡GF｝3DjjKCFBCAC111216 42223　12237　15565
…　　　　　　エ0　10　　10　　。　　・　20　10　　40　35　60　40　35　　85　75　70　80　80

・　　。　　。　　。　　・　　50　50　50　50　45　　　。　　。　　・　　・　　・　　　・　　・　　…

40　3与＿｛5q…婁5　Zg　　15　20　25　　5　　5　　25　20　10　÷　15　　！0　。　　5　　5　　5

膜g＿串q一βg．翁g1与　・105。・　515十5十　・一｝一十5十

525一ト10。　一ト10　5→一10　5→一十　5！0　・　十十　5÷

．5匹9．ス動3◎5・十十…　　十十十…　　十・÷
→一　・　　。　　・　　・　　15　10　15　　5　15　　＿5．．30．誹g＿愚g＿．斗〇　　十　　5　　5　十　10

・。 ¥十・ 10・・553g四1q＿3q｝2Q手～！・52010十

・　・十・　・

㍑伽〃ψα醜漉var・‘1召・こん〃’伽∫・＋…

5α～455zz1”αzツα〃α8』’5ατσα（ノ

顕耀αゐ幽Z吻勲var・
α（タ，π～々αηα

βノつ7α〃疏κ59〃呂8z〃z～∫

P8η‘5‘ωLOη∫rε‘オε5ごβ麗

εα〃鉛），6之。αψ〃1α

∬）α〃〃1如∫ノ∂〃一’ατ

み7・ぐ‘ωゾぐαπαノzα

P扉6π原〃α〃～α∫5～〃ノ耀ノu6

p　　　o　　　●　　　o　　　o

…　　　十・

●　　　o　　　●　　　，　　　o

ら　　　　嘔　　　　覧　　　　覧　　　　・

●　　　●　　　●　　　■　　　 o

●　　　　●　　　　，　　　　o　　　　・

o　　　　●　　　　○　　　　・　　　　o

O　　　　，　　　　O　　　　O　　　　o

十十十5・

十．十十1G
・・ ¥十十
…　　　5・

…　　　十十

…　　　十・

・… @　　十

…　　　十・

…　　　十・

→一十・。十　55・十。

…　　　　515　・　・　十　。 十

・　・十十・　。　。　・十・

十…　　　十　÷十・十十

。十・　。　・　。　・　。　。十

・十・　5。　。　5十十・

・　・十・十　…　　　十・

。十。　・　…　　　十。　・

・

。。・ ¥　・　5・十・

十十十。÷　・十十十十
十十十・十　十十十一ト。

　Flgures　sh・w％c・ver，　and＋means　less　than　1％c・veL

＊　　　　　Σ露ε・駒
・R一一ｽ題魂二Σ繭ガ

　　　乞　　　江　　　ビ

　ここで，銑および駒はそれぞれ調査区XおよびYにおけるど種の最。この場はパーセント被度を

　湘いた。
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の結果を得た。なお，ここでは植生を含めた地表面金体の変化を把握するため，SRの算撮に際しては，地衣

類および裸地の割合も含めた。

　　調査区H1で代装されるH－1型はガンコウラン（動砂θ彦耀班畷97w／z　va「・メ＠o厩α”7L　K・Koch），キバ

ナシャクナゲ（Rolzo4046／z4ノηπα％ア℃柳πGeorgi＞，コケモモ（IZα6c加∫％彫加彦∫5一∠4α8αL）などの，ハイマツ

に次ぐ大型の植物が擾占する型であり，ウラシマツツジ（A1窃。％∫α砂”～鋸（L⇒Niedenzu）もi時に多くなる。

高等植物の三三はほぼ100％であるが，構成する高等植物種数は4型中最：も少い。この型はウラシマッッジー

クロマメノキ（γαooか～如π繭9∫πo∫μ〃3　L．）群落と呼ばれている植生型（佐藤，1976；伊藤・佐藤，1981）に近

いものである。

　　調査区E4で代表されるE－4型は地衣類が多いことで特徴づけられる。　H－1型に比べて高等植物の植被

はやや少く，裸地がわずかに増えるが，地衣類を含めた全体の植被も多い。高等植物書生はH－1型に比べて

やや増える傾向にある。

　　調査区J1で代蓑される」一1型はミネズオウ（Lo配♂6吻αρ？ηcκ’ノめピノz5（L）Desv・）やイワウメ（D∫・ψピ’z5如

Zα」妙。’z∫cαvar，　o加。槻‘αFL　Schm．）の量が相対的に多くなり，裸地の割合も増大する。地衣類はほとんど

みられなくなる。H－1型や替4型に比べると高等植物の欄被は少いが，構成種類数は多い。この型は既発表

のコメバツガザクラーミネズオウ群集（Arcterico－Leuseleurietuln　Ohba，　ex　Suz．一Tok．1964）に近いと考

えられる。

9
芝

に
ζ

≡

5
≡

あ

　農
。り’

謬
ど8

　世
　器酷1

象911

蝉
　　　　　　　　　　　　　　　Stands

　R9．6．　SR，％cover　of君／）π〃’μαand　wind　exposure　degree　of　each

　　　　　　stand　i且four　vegetatio頁types（H－1，　E－4，　J4　and　B－1）．

闘一1

50

T0

E－4

」一1

50

T0

T0

8－1

酷III　量



ハイマツ群落の動生態 161

　　調査区B！で代表されるB4型は裸地の割分が極めて多いことで特徴ずけられる。高等植物の三二は非

常に少いが，出現口数は4型中最も多い。表に示されるように，多くの植物が出現するためこの型の植物組成

は多様であり，北方高山風衝岩礫地草本群落や北方高山風衝1舞1性低木叢（lto　and　Nisllikawa，1977）などと呼

ばれる植物群落群に近いものを一括して含んでいる。

　　この4型のうち，J一工型とB磯型は，その中に1」槻する植物種中に，水来の寒帯あるいは高山のもの（た

とえばミネズオウ，イワウメやTable　3でウスユキトウヒ．レン［3研5ぶ〃脚yα〃α9’∫ατ己，曜Takeda］以下に

記されている植物）を多く倉む。このため，J－1型とB－1型は莫の高山植生に近い植物組成を写していると考

えられる。逆に，｝ト1型やE－1型々こはそのような高山植物は少ない。従って，この2型は真の高山植生とは

いえない。

　　次に，ハイマツ群落とこれらの植生類型の変化との関係をみたものがFig．6である。これは，上述4型

を代表する調査区H1，1£4，」1およびB1各調査区のSRと，ハイマツ群落高度および風衝度との関係を示

している。このように，ハイマツ群落と上記の植生類型の出現との間に小店関係がみいだせる。高等植物が広

く被うH－1型は風衝度が低くかつハイマツ群落被度の高い立地でのみ拙現し，風衝度が高くなりハイマツ群落

被衣が低い立地では類似の擁生類型はほとんどみられない。地衣類の多い昆4型はやや不規期に出現するが，

鳩現の中心は，H－1型が1二1二1現する立地に次いで衝高度が低く，ハイマツ群落被度が高い立地にあるようにみえ

る。また，∫一1型からB－1型へと裸地の害1倫が増加するに従い，毘現の中心は風衝度が高くハイマツ群落被度

の低い立地へと移動する。従って，真の高山植生に近い植物群落は，風衝度が高くハイマツ群落被度の低い立

地にのみみられる。このように，風衝度が高まりハイマツ群落の三度が低くなるに従い，立地に出現する植生

類型は高等植物が多いH－1型から旧地が多いB－1型へと徐々に変化する。

　　4・3・2　ハイマツ群落林床植生

　　ハイマツ群落の発達に伴う林床植生の変化を知るために，まずハイマツ群落林床植生の型別化を行った。

Table　3を得た過程と同様の手順を経てTable　4に示す結果が得られた。

Table　4． Four　types　o鷺the丘eldlayer　of　P．ρ～〃厩～‘z

communities．

Vegetation　Types

Species＼Stand賛。・
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　‘翫，‘η零ψΣZo5～ρ♪～

／～”ゐ～’3少‘ガ認～’3

α〃フ’μ5‘w～α4｛〃～∫～5
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　　ハイマツ群落林床ではキバナシャクナとゲロケモモとガンコウランの常在度が非常に高く，林床植生の差

異は，これらの種に加わる植物種の差異に由来する。このため，全体としては，ハイマツ群落林床植生は多少

なりとも似かよったものとなり，ハイマツーコケモモ群集（Vacclnio－Plnetum　pumilae　Maeda　et　Suz．一

Tok．1954＞に．まとめられる。

　　調査区A3で代表されるA－3型は，明らかにコガネイチゴ（1曲∂’∬ρ84α！榔Smith）豆匡群集と呼ばれるも

のに相当する。コガネイチゴの他に，ゴゼンタチバナ（Co　7擢∬oαπα46／z∫おし．），ヒメタケシマラン（3敵4）如ρ粥

5∠ノ砂層砂016‘ノ5Frye　et　Rigg），リンネソウ（ム～ノη～α8α伽孤臨L，）などの北方針葉樹林婆素を含み，また構成

植物虚数や植目明が多くなる。

　　調査区Jlで代表されるJ4型は，　A－3型に比べ構成植物種数が減少し，全体に共通するキバナシャクナ

ゲ・コケモモ・ガンコウランのみで構成されている。従って，ハイマツーコケモモ群集の典型部を示している

と考えられる。ただし，植被量は比較的多く，A－3型のそれと変わらない。
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　　調査区F5で代表されるF唱型は，」脇門に似かよった種構成を示すが，　J4型に比べて裸地の1量が増大

する。構成植物は」一1型と剛様ほとんどキバナシャクナゲ，欝ケモモ，ガンコウランの3種に限られる。この

型と」一1型との違いは裸地の童的な違いに三つくものであり，質的な差異に基づくものではない。

　　調査区15で代褒される王一5型はエゾイソツツジ（ゐ‘～4～〃；ψα1μ5々で、・ar．4’とノ｛邪ψ～♂05～’〃’Hara）の：量が多

いことが特徴である。しかし，その出現櫨物種の構成はA－3型と類似しており，両者のちがいはエゾイソツツ

ジの燈的なちがいにすぎない。被植量はA－3型醐．様多い（Photo　15）。

　　このように，ハイマツ群落林床植生は全体に共通1饗三が高く，その中で，篇ガネイチゴやゴゼンタチバナな

どの北方針葉樹林要素を多く含む種類数の豊富な型と，ほとんどキバナシャクナゲ，コケモモとガンコウラン

のみで構成される型とがみられる。

　　ハイマツ群落の発達とこれらの型の撚税との関係をみるために，Fig．6鋼様の表現法をハイマツ群落林床

穣生に対して用いたものがFig．7である。対象とした調査区は51であった。風衝度は，風衝作用がハイマツ

群落を介在して林床植生に影響をおよぼすと考えられるために，ここでは省いてある。

　　コガネイチゴの多いA－3型は、，一．．．・1部例外はあるが，ハイマツ群落急度が100％の立地に集中して編現し，

ハイマツ群落の粗度が減少するとみられなくなる。」一1型とF喝雛はハイマツ群落硬度が60％程度の立地で

主に繊現し，F－5型はさらにハイマツ群落被度の低い立地に出現するようにみえる。」4型とF喝型を通じ，

真の高山植物は偶生的に侵入するだけである。

　　A－3型，J－1型およびF－5型の出現傾向を通してみると，ハイマツ群落が良く発達する立地では，植被量

や種構成共に豊寓な，北方針葉樹林要素の多い植生類型が1二1記するが，ハイマツ群落全体の被度が衰えるにし

たがい，その中から北方針葉樹林要素が脱落し，種類組成の単純な群落へと変化する。ただし，植被圭置は変化

しない。さらにハイマツ群落の被度が減少すると，構成種は変わらないが，その植被鍛が減少し，忌地の劉合

が増力口する。このように，ハイマツ群落では被度の減少と共に，林床植生類型上まず質の変化が生じ，さらに

減少するに従って蟻酌な変化を生ずる。

　　エゾイソツツジの多い1－5型の｝二1＝i現傾向は，」議型にやや近いが，明確な何1向は児い1ニヒ｝せない。

　4・4　ハイマツ実生の齢構成と成長盤

　　ハイマツ群落の動態を調べるためにハイマツ実生調査を行った。ハイマツ実生はハイマツ群落林床では：金

く観察されなかったため，調査対象となった実生は全てハイマツ群落に近接する楠盈三中に生じていたもので

ある。

　　Fig．8は，調査5方形区を命計した，ハイマソ実生の年齢分布を示している。ハイマツ実生は5年生まで

のものが大単を1＝lllめ，それ以上の年齢のものは極めて少い。また調査中には，実生の区分存こ属するハイマツで

25年以上のものはみられなかった。なお，1年生実生の数が少いのは，調査時（1979年7月11日）において，

未だ充分に発芽していなかったためと考えられる。

　　Fig．9は，ハイマツの成体と学生の植物高と生長量との関係を示している。生長鍛は，最：近3年から5年

の各年枝のD2L（D＝　　　L；長さ）の平均薩で示してある。また成体群落については，ライントランセクト

調査のおりに，様々な群落高のものが対象となるように任意に群落を選び，測定した。

　　このように，ハイマツ成体と実生とでは杢k長1融こ段差がみられる。植物高30Cln付近で比べてみると，そ

の差は明確である。

　　Fig．8に示されるようにハイマソ実生の残存率は低いが，仮に高齢まで残存しても，　Fig．9に示すよう

に生長は極めて旧い。したがって，ハイマツの成体から構成されていろ，ハイマツ群落の成り立ちについては

ハイマツの実生からの発達・威：：ぐ乙とは別の見方が必要とされる。
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　4・5ハイマツの生長様式

　　Fig．10はハイマツ幹長と年齢との関係を示している。このように，両者の間には有意な正の相関がみら

れる。ハイマツ群落高は，群落を構成するハイマツの幹長が長い程高くなるため，Fig．10は，群落高の高い

ものはハイマツ地上部年齢が高く，群落高の低いものは地上部年齢が低いことを示している。そこでハイマツ

の地上部年齢と幹伸長生長との関係をみたのがFigユ1である。年平均幹伸長生長は地上部年齢とは相関がみ

られない（Fig．11A）。すなわち，地上部年齢の増加に伴う伸長生長の増加あるいは減少は認められない。

また，多くのものが年平均伸長30鵬mから45mmの範囲に含まれる。このことは，多くの・・イマツの年平均伸

長の差は比較的少いことを示している。最近王0年間での年平均伸長生長娼：と地上部年齢との関係（Flg．11B）

も，全体のばらつきは増えるものの，ほぼFig．　U　Aと同様の傾向を示す。

　　次に，ハイマツの平均幹伸長生長嫌の変化をみたものがFig．12である。このように，ハイマツの最近

1G年間の平均紳長生長還は，地上部年齢金期間の平均伸長生長彙とほとんど変わらない。　Fig．12中に示すよ

うに両者の関係の回帰直線の傾きは約1である。すなわち，各幹毎の平均伸長最には差があるが，ハイマツは

それぞれ一定した伸長生長量を現在でも維持している。このことは，これらのハイマツ幹を樹幹解析した結果

（沖津，未発表）からもうらずけられた。
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　5・1ハイマツ群落の優占

　　5・1・1　ハイマツ群落の物理的特性

　　ハイマツ群落の消長は風衝作用の強弱に左右されているが，実際にはかなり風衝作用が強く拗く立地にも

それらは分布している（Fig．4　A，　B）。それは，ハイマツ群落が，群落の持つ物理的性質により，風衝作用を

回避しているからである。

　　Fig．13はハイマツ群落の雪の付着・解放過程を示している。1G月中・下旬ですでに，ハイマツ群落の風

上側に，雪がrエビのしっぽ」状に付着している（Fig．13－1）。　Fig．13－2が示すように，11月中旬にはハイマ

ツ群落の大部分は雪に被われる。この時期は末だ北藤季節風の風衝作用は充分には強くない。さらに12月中

旬になると（Fig，13－3），ハイマツ群落は，強い風衝作用によって形成された硬化雪（油川ら，1972）で被われ

る。旭需での測楚によれば，硬化雪は平地穣雪のしまり欝やざらめのそれよりもはるかに密度が大きい（油川

ら，1972＞ため，少い稜雪でもハイマツ群落は圧密され，冬季聞を通じてほぼFig．！3唱の状態で過ぎる。こ

の特期でも図中Eで示される微地形的な凸地では，風衝作用を強く受け全く積雪をみずに，植物は露出する

（Photo，12）．このように，同じように強く風衝作用が衝く立地でも，ハイマツは群落を形成することにより，

露繊部くE）存こ生ずる植物と異り，風衝作用から忌避し，雪の附着は反って風衝作用による機械的損傷や乾燥讐
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　　　　　the　current　branch　in　tlユe　snow．

　　　　　E：Exposed　top，　P：P加る5μ刀fZαcommunity

（四手井，1956；Sakai，1970；酒井，1976）から保護されている。特に，当年生枝の雲中埋没は注目されるべぎ

である（矢印）。Figユ3－4は，逆に，ハイマツ群落の雲からの解放を示している。冬季ハイマツ群落は密度の

大きい硬化雪により被籏されているが，季節風の影響が減少する4月中旬には，硬化雪はざらめ雪化し，積雪

深は減少する（吉田，1971）。ハイマツは被圧されている圧力に対して，雪上に枝を反溌する。この時期は図中

E地点を除いては，ほとんどハイマツだけが言上に枝を出し，光合成を行い得る体制をとっている。積雷は，

冬季においては一般に植物にとって厳しい風衝作用からの保護の役害物をはたすが，iチ畷高気温が上昇する4

月中旬過ぎには植物の成長を妨げるものとなる。ハイマツ群落は，積雪を冬期間は群落維持の助けとし，春季

はいち早くそれから免れる。このような働きはハイマソの物理的特性によるものであり，ハイマソ帯の他の植

物にはみられない，ハイマツ群落独特のものである。

　　以上のように，ハイマツ群落は，全体としてはその分布を風衝作用によって規定されつつも，その物理性

により積雪・風衝作用と動的に対応し，それらの作用を成立した群落の維持に利用している。

　　ハイマツ帯の地形形成作用におよぼすハイマツ群落の物理的特性に，根系および幹による土地の融凍撹伴

の防止があげられる（小躊，1965）。構造土やソリフラクションは主に高麗帯における地形現象で，おおむね植

生の存在と相反する関係にあり（Washburn，1956），植生とこれらの現象は互いに動的に対応しながら環境を

構成する（Bi11玉ngs　and　Mark，1961）。樹造土やソリフラクションが生ずる地域では，地表面の微細な凹凸に

より植生配分は変化し（Bliss，1956，1966），また，逆に，植生によってそれらの現象が影響されることもある



ハイマツ群落の動生態 169

（Bird，1974）。日本では，構造土やソリフラクションの垂筆勢下限はハイマツ群落分布限界線と深いかかわり

がある（小鷹，1965；小泉，1973）。すなわち，ハイマツ群落の物理的影響はこれらの地形現象に卓越し，これ

らの現象の発現を制限する。

　　また，ハイマツ帯においてはハイマツ群落の現存鍛は極めて高く，良く発達した冷温帯林・亜寒帯林のそ

れとほぼ等しく（Kira　and　Shidei，1967；沖津，1981），高山帯やツンドラ帯の植物群落のそれと比べてはるか

に大きい（沖津，1981）。従って，ハイマツ群落は，ハイマツ帯中では他の植物と競合状態になることはない。

すなわち，ハイマツ群落の存在は他の植物群落の存在に卓越する。

　　5・1・2ハイマツ酵落の生長・更新様式

　　ハイマツ群落は単に物理的特性のみならず群落の腐する特有の生長・蔓新様式によって，群落を維持し優

占性を課っている。

　　ハイマツ群落の生長様式を次のようにまとめることができる；立地の風衝度（Fig，4－B）や積雪深（Fig．5）

に対応した群落高を保ちながらも，群落のの高さは地上部年齢と共に増加し（Fig，10），しかも伸長生長蟻は

地上都年齢と関りなく営むね～定の範閥内にあり（Fig．11），さらに現在でも一定した生長董を保ち（Fig．12＞

常に生長を続けている。

　　ハイマツ群落は稠旬することにより，風衝作用が強く働く立地では，地上部年齢が若いうちに幹が落葉層

中に埋まり，風衝作用が弱い立地では比較的高い年齢になるまで幹が地上灘こ陥る。このように，ハイマツ群

落はある一定の生長を維持しつつも，葡締することにより，立地の環境に応じた群落高を保つ。このことは，

樹木型ぐrree）のモミ（ノ1ゐ∫6の属やトウヒ（P’C6α）属樹木には無い4寺徴である。これらの属の樹木はハイマツ

群落にもみられるが，風弾唄月ヨや積雲作用のため好評樹（Yoshino，1973）やCushion　Klrummholz（Wardle，

1968）となり正常な生育型は維持できない（Photo　4）。

　　ハイマツ群落が一定の伸長生長量を維持している原因は定かではないが，その一因として，ハイマツが不

定根を斑す（Photo，13）ことが考えられる。植物の老化防止はサイトカイニンの働きによる（Kuhnle，　et　aL，

1977）が，それは高等植物においては根端で生合成され，木部転流により地上部に送られる（Torrey，1976）。

すなわち，ハイマツは，地下の幹から不定根を出すことにより，地上部を常に成長旺盛の状態に保っていると

推定される。

　　また，ハイマツは不定根を搬して，伏条更新を行う。Fig．9が示すように，同じ植物高でも，ハイマツ実

生とハイマツ成体で生長最に大きな差がみられる。ハイマツ成体からなる群落中のハイマツ幹が不定根を出し

て飾馬更新することは，直接に生長の良い群落を維持することになり，また群落の拡長に有利である。また，

ハイマツ群落が隅田更新することにより，5・1・1で論じたハイマツ群落の物理的特性は維持され続けるので，

その点でも伏条翼新は成立したハイマツ群落にとって効果的である。

　　調査中に観察されたハイマツ不定根は全てハイマツ落葉林中にみられた。ハイマツ落葉層は含水比が高

く，著者の測定では120％から290％にもおよぶ。しかも落葉層は空糠が多い。このようなことが，不定根を

出すのに良い条件となるであろう。ハイマツ群落は掌理に落葉層を形成することにより，霞ら不定根を出すの

に適した環境を作り1＝Uしている。

　5・2　ハイマツ帯をめぐる自然環境の成り立ち

　　1三1本高山のハイマツ帯では冬季の北西季節風が地形（小林，1956＞や植生（福島，1972）に大きな影響を与

え，自然景観の形成に大きな支配力をもって車越する。F19．ユ4は小林（1956＞による非対称山稜の断面模式図

である。小林（1956）によれば，このような雰対称は冬季の北西季節風に起困ずる。すなわち，東側斜颪では，

西側斜面より吹き溜った多貴の積雪による雪蝕営力のため急斜面が生じ，下部は雪田となる。斜面全体は凹型

となる。また，西個斜面は寡雪化による凍結融解の卓越と，それに伴う構造土形成作用やソリフラクションに
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より，全体として凸型斜面が生じ，斜面上部は

緩傾斜化・平坦化する。このような地形形成作

用の下限はハイマツ群落分布上限である（小疇，

1965；小泉武栄，1973）。石塚（！948＞は，積雪分

布と植物群落分布に関する研究中に，非対称山

稜と積雪の不均等分配を認めている。

　　大露山地でもFig．2中4）地形断疸i図に示

されるようにこのような非対称姓が認められ

る。以上の事象からハイマツ帯の自然環境は冬

季北西季節風による非対称山稜地形と，風衝・

積雪の不均等分布，それに伴うハイマツ群落の

消長と他の植物群落の配分とによって構成され

ていることがわかる。

　　Fig．！5はハイマソ帯における北西側斜面

W∈S下

SCLIFLUCTION　SIDε

　EAST
NIVA下！ON　S！DE：

Fig．14．　A　shematic　pro丘1e　of　the　cross　section

　　　　　Of　an　aSymmetriC　ridge　in　Japanese
　　　　　high　mountains．　Simpli且ed　from　K：oba－

　　　　　yashi　K二unio（1956）．

の景観模式図を示している。全体として，斜酒全体としては凸型を示すが，斜面最下部は凹型になる場合が多

く（Fig．2），そのような立地ではハイマツ群落が広く被う（Flg．3）。また，斜面全体として多少なりともハイ

マツ群落が出干しCrable　2），中程度の強度のものが多くなる（Table　2，　Fig．3and　Fig。4A）。

Patterned　Ground

　Fig．15．　Gradual　changes　Qf　the　aspect　of　Rヵz〃厩Zαcommunity　on

　　　　　　“・est　slopes　in　a　mountain．

1：E〃ψ6〃瀦〃and　R加404ε〃47ηπ　rich　community（Type　H－1沁Table　3），

2：Lichens　riclユground（Type　E4　in　Table　3），3＝Lo加」α〃・’αand　Pガαρβπ5ガα

community（Types∫一1　and　H4　in　Table　3），4：Bare　ground，　P∴Rμ‘，μ～♂α

community．

　　図でAの部分でハイマツ群落が卓越し，他の植生や地形形成作用はハイマソ群落の存在のためケこ抑えられ

る。Bになると風衝作用がやや強まり，ハイマツ群落は立地全体を占有することはできない（Fig．4参）。

ここではH－！型やE－4型のll鮒三類型が出規するが（Fig．6），　H議型が分霜すると，比較的現存量の大きい少
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数種の椋物が優廻するため，幽前腕物種数は少くなり，また，構造用作用も充分には働かない。地衣類の多い

E－1型が嵩現した場合は，地衣類は完全には優占せずに，比較的多くの穂物種が出現する。ハイマツ群落は伏

条更新により帯効に群落を維持するが，実生からの群落成立は少い（Figs。8，9）。風衝作用はハイマツ群落の

開放地形成に関しては効果的に作用するが，H級型やE－4型の地表面型の存続に関しては負に衝く。これら

の型はハイマツ群落の存在による風衝作粥の緩和があって始めて出現する。また，そのような緩和作用は地形

形成には負に働く。このようにBの部分では，風衝作用とハイマツ群落との関係は動的であり，自然景観全体

の形成に寄与しているが，全体的にはハイマツ群落の存在が卓越している。

　　Cの部分になると，ハイマツ群落に対して風衝作用が卓越し，ハイマツ群落の存在は限定される。またハ

イマツ群落は多くの場合風上側が枯死する（Photo　10＞。ここでは∫一1型が卓越し，構造土やソリフラクショ

ンなどの地形形成作周が有効となる。大雪山地の構造土の約8割はここに集中する（小聴，1965＞。また，この

立地は小泉武栄（1974）が著7旨摘する，ハイマツ・構造土・高由植生・積雪が立地の占有をめぐって競合する場所

に当る。この立地ではハイマツ実生によるハイマツ群落維持が璽要となる。枯死したハイマツ群落ではこの立

地においては相対的に地衣類や高等植物が多く，ハイマツ実生成立懸魚となる（1to　and　Nishikawa，1976）。

ハイマツ実生はそのような場所において，数10年から200～・300年オーダーで訪れると推定される成立好適

環境時に成立し，群落を形成すると考えられる。そして，ハイマツ群落を中心として循環変化をしていると思

われる（1to　and　Nishikawa，1976）。

　　さらに，Dの部分になると，完全に風衝作用が卓越し，　B4型の，裸地の多い植生類型が出現する。こ

こではハイマツ群落はほとんどみられない。またこの立地は強い風衝作用下にありながら，微小環境のわずか

な変化をめく・って，多くの植物種が少鑑ずつ繊現する。構造土はこのような立地ではむしろ減少する（小聴，

1965）が，ソリフラクションが有効に作用し，永久凍土が時に発見される（福田・木下，1974）。すなわち，こ

．、．、、、一…

P

霧

A lBi

ii

　l

l＼
　1　　　　　、

＼

、

1
ノ

S

、〈←s・。wしine

＼
＼

＼

＼
、

1
’

＼

a

1

、　　sレ
。、・

＼

P

、

、

、

1
　董

、

1

1 C

in　Wlnter

＼尉／
　　＼、l

　　　l

Snow　L「nε

　　in　Summeヒ

　　　　　　　、
　　　　　　　、
＼　　　　　、
　　、＼　　　1

　　　　＼｝

＼1

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　l　　l

　　　　　　　　　　　　　　　iDi

　　　Rg．16。　Abrupt　change　from　Iλ〆｝～‘漉♂αcommuIユlty　to　alpine　snow

　　　　　　　　bank　o且east　slopes・n　a　mountain，

P：／λμ‘〃み痴community，　S：301加5　Mα魏〃1曜1翻αthicket，　L：Litter　of　P．ρz4那μα．



172 環境科学　 第6巻　 第1号　 1983

の立地は，ハイマツ帯中では最も典型的な高山帯の自然景観を有する地域であり，またそれはほとんどC部の

上部とこの地域に限定される（Photos　5～7，18＞。

　　ハイマツ林床植生はAやBの部分付近までは北方針葉樹林要素が多く，それからC部にかけてはハイマ

ツ林床植生の典型部が，植被の割合を徐々に減じながら成立する。しかし，真の高山植物は恒常的には出現し

ない。このように，ハイマツ林床植生の変化の点からも，ハイマツ帯の真の高山自然景観は風衝作用が完全に

卓越する立地に限られていることがわかる。　　l

　　F19・16は南東側斜面の自然景観を示している。北西側斜面と異なり，ハイマツ群落と積雪とによって景

観が構成されている。斜塔は全体として凹型になり，風衝作用は比較的弱い。ハイマツ群落は広く立地を被う

か，欠落するかの傾向にある（Table　2，　Fig。3および　Fig．4A参照）。

　　Aの部分では，風衝地風下の，冬季に雪庇の発達する立地である。ここでは群落高の高いハイマツ群落が

立地を占有する。立地の傾斜はCの部分に比べかなり緩やかである。Bの部分でハイマツ群落のそで群落とし

てウラジロナナカマド（εoノ加5〃’α魏〃’κ1τ〃zαKoehne）などの群落が成立した後，　CおよびDの都分は積

雪作用の車越する雪蝕窪地＊となる。A部に雪庇を形成した積雪は，　C部に吹き溜り，積雪深は400　CInにも

およぶ。植生は大型草本の優占する雪田植生で占められハイマツ群落は成立しない。ハイマツ群落が成立して

いるAの部分では，群落の存在や根系の影響により雪両頬は卓越せず，地表面の侵蝕は少いと考えられる。

一方，Cの部分では多少なりとも地表颪の侵蝕が働き，結果的にAの部分との傾斜差は増大する。両立地塁で

はFig・16　aで示すように，ハイマツ群落がAの部分からCの部分へと伏条更新して侵入することは，傾斜

の差から国難であり，また，後者で実生からのハイマツ群落の成立も少い。すなわち，AとCの藩分の自然

景観の差は際立ったものとなり，Aの部分に成立するハイマツ群落は，その差を明確化している。　Dでは夏季

遅くまで残雪が存在し，堅田となる立地で，再び斜面傾斜は緩かとなり，時としてほとんど水平となる。侵入

できる植物は限られ，積雪作用が完全に卓越するくPhotQS　16，17）。

　　以上のように，北西風上側斜面・南東風下側斜面ともにハイマツ群落が自然景観に大きな影響をおよぼす

ことをみた。しかし，上記の論議は，Flg．2が示す程度の地形スケールで最も良く適合し，森林限界から由頂

に至る標高差が500mにもおよぶスケールでは，不明確となる。それでも，北西斜面の景観については，森林

限界から山頂へというスケールにおいても概ね適応すると考えられるが，南東斜面の現象が適応する地形のス

ケールは一層限られる。
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　　　In　the　pぎesent　paper　the　dynamics　Qf　the／）～ノ～～びμ〃〃．～♂αcommunlty　at　Mts！raisetsu　was

tyeaLte（玉．

　　　The　following　items　were　principa1．　subjects　of　the　present　work；

　　　1．Correlation　of　topography，．wind　exposure　and　snow（iepth　with　the　variation　in　th．e　cover

and　he三ght　of　P加‘5♪z‘漉Zαcommunities・

　　　2．Ecologicai　co亙npositons　of　the　suba玉．pine　colnmunlties　neighbour三ng　to　the　Pヵ㍑‘∫♪z〃ノ毎∠α

community　and　their　change　accompanied　with　the　variation　in　the　cover　and　height　of　1）加螂

ρ‘〃π磁communities・

　　　3．　The　ana互ysis　of　growth　habit　of　a．P〃μ‘5メ》己〃〃．∫／α　Plant．

　　　4．Regeneration　Qξthe！）～ノ酬5μ〃匹μαcommunity，

　　　The　reSults　are　asfOilows＝

　　　1．　The　variation　in　the　cover　ancL　height　of！）‘‘〃占∠♂α」ρ乙‘〃占μαcorn皿unit三es　is　closely　reiated　to

the　degree　of　wind　exposure　and　snow　depth　in　l．｝igh　molmtoins圭n　w玉nter　together　with．　micro－

topographic　change．　The　height　and　coverage　of　P加‘5μ〃〃αcommunities　decreases　gradually
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when the wind exposure increases in degree, but it decreases abruptly when the snow depth

reacheds the critical depth of possible establishment of the Pintt･s pu2?tila community.

   2. Four vegetation types of community are distinguished in the subalpine communities

neighbouring to Pin"s pttmila community. (i) a community rich in higher plants (i.e. Enrpetrum,

Rhododendron, VZzccinite?n), (ii) a community rich in lichens (iii> alpine community, (iv) a cem-

munity poor in higher plants.The occurrence of these four types is dependent of the variation in

the cover and height of Pinus pivn･ila communities. A¢cording to the decreaee of the coverage
of the Pinttspumila community, the types change from (i> to (iv).

   3. A piant of Pinuspumilla maintains constantgrowth rate in every growth stage. Due to its

creeping habit, Pinusptenttlld communities hold a reasonable community height matching with the

snow depth and the degree of wind exposure in high mountains in the winter season.

   4. The regeneration of the Pin"spttntila community is mainly due to a vegetative regenera-

tion by adventive roots, and it was shown to be advantageous to the maintenance of the clominance

of the Pilnu･s ptLinila community.

   In the 1)inrtsf,umila belt, the seasonal "Tind blown from north west in winter affords con-

siderble infiuence on natural environments. It affects the variation in the cover and height of

Pintts pumila communities and forms the asymmetric rige on north-south mountain ranges in

Japan.

   Many alpine piants are subject to the wlnd exposure and their existence was secured by the

estableshment of Pinus pttini.la communities, while the occurrence of alpine plants and patterned

grounds are disturbed by the establishments of Pintts pumild communities.

   In con¢lusion, .Pintts puntila communities regttlate, not only themselves but also the alpine
communities mechanically and functionally under severe high altitudinal climatic conditions of

Mts. Taisetsu. Finally, the asyrnmetrical arrangement of the Pinttsputnila community and the

alpine communities in the high altitudinal mountains are discussed in relation to the topographic

arrangement which has been cansed by the prevailing N-W directecl wind in winters and heavy

snow accumulation in high mountains. As a result, the authors offered a model of the arrange-

mental pattern of the I'ilntcs pumila cornmunity, the subalpine and alpine communities assoclated

the polygon soi]s and solifluction.
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Photo　9．
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Photo　13．　Adventive　roots　of　1）加μ3μ漉Zα，

Photo　14．　Tow－yeaf－old　cones　of∫）加％∫ρ既刀z伽in　early　summer．
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